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はじめに


•  聖隷浜松病院では2006年9月から 
　放射線治療品質管理委員会を発足させた 

•  この委員会は日頃行っている 
　品質管理活動を評価する 

•  日常業務を評価する組織を院内に新たに 

　作るにあたっては新しい視点が必要




患者中心

専門性

現状の明文化

病院のサポート

診療点数に表れない評価

病院内における位置づけ


2005年09月


放射線治療機器の安全管理のみならず、 
患者や・スタッフに関連した事項などを含め、 

多岐に渡っている


放射線治療品質管理体制確立の提言




教育や研修・人員確保　　　　　　　　　　　：放射線部技師長・看護部課長

『病院の理念や運営方針』に沿った評価：事務長

『病院評価』において理解されやすい品質管理
：安全管理担当

『透明性」の確保　　　　　　　　　　：院外の放射線治療関連医師及び技師

治療機器の品質管理にとらわれない評価項目
：他科の医師


放射線治療に直接従事しない委員（事務スタッフや上層部の看
護スタッフ）にも理解されやすい


品質管理委員会の目的とメンバー


放射線治療を専らとする医師　　：放射線腫瘍医　　（委員長）

品質管理業務遂行　　　　　　　　：放射線治療品質管理士

線量検証　　　　　　　　　　　　　　：医学物理士

照射マニュアルや運用　　　　　　：放射線治療専門技師

カンファレンスやコミニュケーション　：治療室係長

患者へのサービスや患者参画型の運用方法を中心　　：現場看護スタッフ


放射線治療に関する品質管理を評価する




放射線治療品質管理士 
｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　・放射線治療担当看護師　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　・腫瘍放射線科受付事務 

放射線治療に関する品質管理を実行する


医師・技師・・・・・QAQC会議・・・週1回

医師・技師・看護師・・・放射線治療部門業務改善管理会議・・・週1回

治療スタッフ全体・・・・朝カンファレンス・画像カンファレンス・・毎日


品質管理室の目的とメンバー


• 放射線腫瘍医　 
• 医学物理士

• 放射線治療担当放射線技師 

放射線治療に直接従事しないスタッフも同じ立場で品質管理活動に参加




品質管理項目


1.  患者中心のサービス

2.  使用機器の品質管理ならびに操作

3.  照射技術の品質管理　　

4.  安全管理体制

5.  情報の共有化

6.  治療方針と結果

7.  スタッフの専門性と品質管理業務の遂行




品質管理の方法


　各品質管理項目に対して 

•  目的 

•  運用 

•  評価項目 

•  評価方法　　　　　　　　　　を決定 

毎回同じ評価項目を同じ方法で評価することにより
問題点を明らかにし、継続的な業務改善につなげる
ことができる




２：使用機器の品質管理ならびに操作 

《目的》　 （抜粋） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　・導入アクセプタンスコミッショニングから日常の品質管理まで、専門性と自主
性をもって対応する。さらには操作方法を熟知して適切な放射線治療を行なう。


《評価項目》　（抜粋）

2-2：治療機器


　　・品質管理マニュアルならびにワークシート


　　・機器操作マニュアル


2-7：定期的・計画的なQAQCスケジュール


《運用》　 （抜粋） 　　　　　

　　・品質管理の結果は一連の様式に従った報告書を作成し、放射線治療部門会議　 
　　　及び本会議にて定期的に検討する。

　　・各使用機器に対して適切な操作マニュアルを整備する。特に機器変更や 
　　　バージョンアップに際しては即時的な対応をとる。


《評価方法》（抜粋）

　　・マニュアルを整備し、作成時期・更新記録を明らかにする。

　　・年間品質管理スケジュールを事前に明らかにし、定期的に品質管理結果を報告 
　　・問題の有った内容についてはその後の対応について明らかにする。・




わかりやすい報告書の作成




装置品質管理スケジュール 



マニュアル作成と更新




患者視点に立った品質管理




まとめ


•  放射線治療品質管理委員会を発足させるにあたり、提
言に沿った新たな視点を盛り込んだ 

•  放射線治療に直接従事しない職種の人に委員会に参
加してもらうことにより多岐にわたる活動の評価が行い
やすくなった 

•  評価の方法を統一し、わかりやすい報告書を作成した

•  機器の安全管理など継続して実施される項目は達成
度を盛り込み継続して比較評価している


•  患者満足度調査など総合的な評価方法も取り入れて
いる 



結語


•  委員会の発足にあたり装置の品質管理活
動だけでなく患者視点に立ったサービスの
品質管理評価をとりいれることにより現在
は病院の中でも認められてきている 

•  患者視点に立った活動は外部の病院評価
機構からも評価されやすい 


